
研究のご協⼒のお願い 
 

札幌⿇⽣脳神経外科では下記の臨床研究を⾏います。皆様におかれましては本研究の趣
旨をご理解いただき、本研究へのご協⼒を賜りますよう、お願いいたします。 

なお、本研究への参加を希望されない場合、または本研究に関するお問い合わせは、お⼿
数をかけますが、当院連絡先までご連絡ください。 
 
１．研究名：  

脳神経外科急性期領域における Midline catheter の活⽤と課題 

 
２．研究の対象 

2025年度以降に当院でMCを挿⼊された患者のうち，末梢静脈からの静脈投与薬剤を
要し，末梢静脈路確保が困難であった患者とします． 

 
３．研究期間  

2025 年 11 ⽉ 30 ⽇から 2026 年 7 ⽉ 10 ⽇ 
 
４．研究⽬的  

本研究は，当院におけるMC導⼊後の使⽤状況，カテーテル関連合併症およびトラブ
ルを後⽅視的に検討し，脳神経外科急性期領域におけるMC管理上の課題を明らかに
することを⽬的とします． 

 
５．研究⽅法  

本研究は，診療録を⽤いた後⽅視的観察研究です． 

診療録，看護記録，処置記録，画像記録等から必要項⽬を収集します． 

収集したデータを⽤いて，患者背景，MC使⽤状況，合併症およびトラブルの発⽣状
況を記述的に解析します．また，介助度とMC関連トラブルの関連について探索的に
検討します． 

 
６．研究に⽤いる試料・情報の種類 

年齢，性別，原疾患または⼊院契機となった疾患，介助度，MC挿⼊⻑，MC留置期
間，カテーテル先端位置，カテーテル不全の有無，⾎管外漏出の有無，カテーテ
ル関連⾎流感染症の有無，その他MC使⽤中のトラブル 等 

 
 
 



７．外部への試料・情報の提供  
研究に⽤いる情報は，診療録，看護記録，処置記録，画像記録などから抽出しま
す．収集したデータは，⽒名，患者ID，⽣年⽉⽇，住所など個⼈を直接特定し得
る情報を削除し，研究⽤番号を付与して匿名化したうえで管理します．対応表を
作成する場合は，研究責任者が厳重に管理し，研究データとは別に保管します． 

研究成果を学会や論⽂等で公表する場合にも，個⼈が特定される情報は⼀切公 
表しません． 

 

８．お問い合わせ先  
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 
 
当院連絡先： 
札幌⿇⽣脳神経外科病院 看護部 髙橋 憲仁 
住所 札幌市東区北 22 条東 1 丁⽬ １−４０ 
電話 ０１１−７３１−２３２１  
 

 


